
令和６年度第 1回学校運営協議会 議事録 

 

１ 日 時 令和６年７月９日（火） １４：３０～１５：４５ 

２ 会 場 大会議室 

３ 参加者 学校運営評議会委員（８名） 

      学校運営評議会委員Ａ 出席 

学校運営評議会委員Ｂ 出席 

学校運営評議会委員Ｃ 欠席 

学校運営評議会委員Ｄ 出席 

学校運営評議会委員Ｅ 出席 

学校運営評議会委員Ｆ 出席 

学校運営評議会委員Ｇ 欠席 

学校運営評議会委員Ｈ 出席 

学校運営評議会委員Ｉ 欠席 

学校運営評議会委員Ｊ 出席 

学校運営評議会委員Ｋ 出席 

＊欠席者の学校概況資料等は、後日郵送する。 

学校側参加者（１１名） 

      校長・事務長 

      （全日制）副校長・総務主任・教務主任・生徒指導主事（代理）・進路指導主事（代理） 

      （定時制）副校長・教務主任 

      （通信制）副校長 

      ※受付・記録係として、総務課員１名が同席 

４ 次 第   

 （１）開会のことば  

 （２）学校長挨拶 

  ・今年度より学校運営協議会を設置する。学校評議員は実施したものについてご助言いただくもの、学

校運営協議会はこれからの学校運営について協議する場である。 

  ・昨年度の宮古地区の中学校卒業生は５９６人、１０年後は４２０人ほどになる。岩泉地区～山田地区

の高校の定員は６４０人であり、宮古地区の高校再編は避けては通れない道である。宮古高校の魅力

化を図るため、ご意見を頂戴したい。 

（３）自己紹介 

 （４）学校概況説明 … 学校概況説明資料による 

①全日制（全日制副校長） 

資料の通り 

・重点目標について、読み上げて確認。（詳細は学校要覧） 

・総合的な探究の授業「宮高ゼミ」に力を入れ、課題を解決する力、考える力、表現する力等を身に 

つけていく。今年は２年生のテーマを「海洋」としている。 

・昨年度に引き続きＳＴＥＡＭ教育推進校として県から指定されており、さまざまな活動を行っている。 

・進路指導過去３年間、卒業生の半数以上が国公立大学に合格している。（詳細は学校要覧） 

・運動部では今年度ヨット部、ボート部、空手道部、剣道部がインターハイに出場する。その他県上位



多数。 

・文化部では昨年度放送部、音楽部、美術部が県上位入賞や全国大会に出場している。 

（詳細は学校案内） 

・ソフトボール部、放送部が今年度をもって廃部となる。 

②定時制（定時制副校長） 

資料の通り 

・重点目標について、読み上げて確認。（詳細は学校要覧） 

・今年度の在籍生徒数は３１名であり、近年で最大である。 

・中学校からの学び直しも含めた、きめ細やかな授業を５０分４コマで実施している。 

・様々な行事を通して交流を深めている。 

③通信制（通信制副校長） 

資料の通り 

・受講生は８２名おり、北は久慈市から、南は釜石市から通っている。生徒の年代も様々である。 

働きながら通っている生徒もいる。 

・自分を認め、他者を認めるような生徒を育てていきたい。 

・様々な行事を通して交流を深めている。 

・卓球部・バトミントン部が全国大会に出場する。 

 

 （５）質疑応答 

  〇運営協議会委員Ｆ 

    それぞれの課程の生徒たちが交流する場はあるのか。それぞれの課程ごとの都合もあるとは思う

が、交流する機会があると良いのではないか。 

  Ａ．宮高祭を３課程で実施している。（全日制副校長） 

  〇運営協議会委員Ｈ 

    ＰＴＡ会報に進路状況のページについて、短期大学の内訳に「国公立」とあるが、現在国立の短期

大学は廃止されているため、「公立」が正しい。公立の短期大学は全国に１４しかなく貴重である。

宮古短大への入学者数を増やしてもらえればと思う。 

  〇運営協議会委員Ｋ 

    全日制の重点目標の達成指標の扱いについて、教えてほしい。 

  Ａ．１２月に学校評価アンケートを実施している。令和５年度のアンケートの結果をもとに、年々上げ

ていくものである。第２回学校運営協議会にて結果を提示し、意見を頂戴する予定である。（全日制

副校長） 

  〇運営協議会委員Ｋ 

    放送部を募集停止にした経緯は何か。 

  Ａ．２年間新入部員が入らない場合、廃部になるという規定がある。今年度生徒会の委員会に視聴覚委

員会を設置した。放送部の後継として活動してもらっている。（全日制副校長） 

  〇運営協議会委員Ｂ 

    宮古高校卒業後、宮古に帰ってきてほしいと地元の企業は考えている。ぜひ、進学先の職業選択を

見据えた進路指導をお願いしたい。また、大学以外の進学先についても勧めてほしい。 

  Ａ．学校概況説明でもお示しした通り、地元に貢献する人材の育成が今後の課題である。（全日制副校

長） 

 



〇運営協議会委員Ａ 

    宮古第一中学校は今年度各学年２クラスとなった。部活動の指導に大変苦慮しており、今年野球部

とサッカー部を募集停止した。中高との連携・交流も考えていきたい。 

   

 （６）学校運営協議員から 

○運営協議会委員Ｅ 

  普通科の進学校として、魅力化を図るのは難しいことと考える。宮古高校の推しポイントを中学生

に伝えていってほしい。 

〇運営協議会委員Ｄ 

  今後も優秀な生徒の育成をお願いしたい。 

〇運営協議会委員Ｊ 

  生徒数が減少すると、部活動の指導が大変だと思う。文武両道は言葉で言うのは簡単だが、難しい

ことだと思う。生徒たちが一生懸命活動できる場を今後もつくっていってほしい。 

 

 


